





















 熊取町は平成 14 年から外国語活動の研究を開始し，現在では８小・中学校に４人の
ネイティブスピーカーを NET（Native English Teacher）として, ３人の英語が堪能











 平成 14 年度から，「英語で伝え合う力を育て，それを活用する力の実践」を目標に
外国語活動の研究を開始した。北小学校の外国語活動は，平成 25 年度で 10 年以上経
− 39 −































































を出している（図４）。“Where are you from?”（あなたの出身はどこですか），“What 

















































































































































という問いに対して，肯定的な回答は 143 名中 67 名で割合は約 47％，否定的な回答
















〈図 7〉外国の人と英語を使ってコミ  




    に英語を使って自分の考えを  
    伝えることができる  
〈図 10〉英語の「聞く，話す，読む，  
     書く」で苦手なものはどれで  












































においては熊取南中学校と東小学校が研究推進校に指定され，平成 23 年～平成 25 年







〈図 11〉アルファベットを書いたら今よ  
       りも英語がわかりやすくなると  

























(A)（名前）My name is     .     （私の名前は～です）  
(B)（挨拶）Good morning,    .  （おはようございます。～さん）  
(C)（調子をきく）How are you today? （調子はどうですか）  
―I’m (   ) （thank you）.     （～です。ありがとう）  
(D)（日付）What is the date today?  （今日の日付は何ですか） 
―It’s (month) (date).       （何月何日です） 
  (E)（曜日）What day is it today?    （今日は何曜日ですか）  
      ―It’s (weekday).         （○曜日です）  
(F)（天気）How is the weather today?   (今日の天気はどうですか) 
―It’s (    ) and (    ).      （○そして○です） 
   


































































































































具体的には平成 26 年度からは，全小中学校における CAN DO リストの作成（達成
目標の明確化）・全小学校における公開授業の実施（教職員の力量向上）・大学等関係
機関と連携をした小中合同担当者会や研修会の充実（小中/外部機関との連携），家庭
学習の工夫等を中心に，少しでも「児童・生徒の英語能力を向上させる事ができるよ
うな授業の充実・教職員の力量向上」をキーワードに，発達段階に応じた丁寧な「フ
ォニックス学習やライティング学習」等も取り入れ，また充実したカリキュラムの工
夫改善に努めながら，2020 年度の教科化に向けて努力をしていくつもりである。 
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